
１．緒言

　3 種類のルーバの気流による発生騒音に

ついて，実験的に明らかにした結果を報告

する。

２．供試体

　供試ルーバは，図 1～図 3に示す角型ル

ーバ，丸型ルーバ，および羽根型ルーバの

合計 3種類である。いずれの図においても，

左側にエンドキャップ無，右側にエンドキ

ャップ有を示す。なお，ルーバの両端を厚

さ 2mmのアルミプレートで覆ったものが

「エンドキャップ有」，覆わないものが「エ

ンドキャップ無」である。

３．実験装置

　実験装置を図 4(a)および(b)に示す。無音

送排風装置によりダクト系を通し，給排気

口を有する残響室へ無音送風する。供試体

を設置した場合(b)と設置しない場合(a)の

気流による発生音の残響室内平均音圧レベ

ルを測定し，発生音パワーレベル Lw(a)お

よび Lw(b)をそれぞれ求める。供試体の発

生音は，供試体を設置した発生音パワーレ

ベル Lw(b)から供試体を設置しない発生音

パワーレベル Lw(a)をエネルギ的に減じて

求める。
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図1　角型ルーバ

図2　丸型ルーバ

図3　羽根型ルーバ
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　供試体に対する流速は，供試体を設置し

ない状態(a)で，ダクト開口端から 1.0m離

れ，床上 1.5m の位置において，熱線風速

計を用いて測定する。

　なお，供試体の設置角度は 0度，40度お

よび 80度である。

４．実験結果

　供試体に対する流速と発生音オーバーオ

ール・パワーレベル(O.A.Lw)との関係を図

5に示す。いずれの供試体も O.A.Lw は流

速の 7乗に比例する。角型および丸型ルー

バは 0度に設置した場合のO.A.Lwが大き

く，40度に設置した場合のO.A.Lwがやや

小さい。羽根型ルーバは 0度に設置した場

合のO.A.Lw が大きく，40度，80度と角

度が大きくなるにつれてO.A.Lwは小さく

なる。また，エンドキャップの有無による
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図4　実験装置 (a)
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図4　実験装置 (b)
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O.A.Lwはほとんど変化しない。

　各供試体の発生音のO.A.Lwを 0dBとし

たときの相対バンドパワーレベルを，0 度

に設置したものを図 6に，40度に設置した

ものを図 7に，80度に設置したものを図 8

にそれぞれ示す。

　角型 0度および 40度，羽根型 0度，40

度および 80 度

における気流に

よる発生音の周

波数特性は，エ

ンドキャップの

有無により変化

しない。

　丸型 0度およ

び 40 度におけ

る気流による発

生音の周波数特

性は，エンドキ

ャップ無に比し

てエンドキャッ

プ有では，1kHz

帯域で 3dB 程

度大きい。

　角型 80 度お

よび丸型 80 度

における気流に

よる発生音の周

波数特性は，エ

ンドキャップ無

に比してエンド

キャップ有では，

125Hz 帯域に

おいて 2～3dB

程度小さく，

1kHz帯域において2～5dB程度大きい。

　角型 0度における発生音の主成分は，流

速が速いと 250～500Hz帯域にあるが，流

速が遅くなると 63～250Hz 帯域に移行す

る。

　角型 40度では，流速が速いと 250Hz帯

域の発生音が大きいが，流速が遅くなると
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図5　ルーバの気流による発生騒音
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63Hz 帯域に発生音の主成分を有する右下

がりの傾向を示す。

　羽根型 0 度では，流速が速いと 125Hz

帯域の発生音が大きいが，流速が遅くなる

と 63Hz帯域に発生音の主成分を有する傾

向を示す。

　角型 80度，丸型 0度，40度，80度およ

び羽根型 40度，80度では，流速が遅いと

63Hz 帯域の周波数成分がやや大きいが，

125～1kHz 帯域では流速によらず周波数

特性はほぼ等しい傾向を示す。

５．結論

　ルーバの気流による発生騒音は流速の 7

乗に比例し，その周波数特性は 63～250Hz

帯域に主成分を有することが明らかとなっ

た。
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図6　ルーバの気流による発生騒音の周波数特性(0度)
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図7　ルーバの気流による発生騒音の周波数特性(40度)
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図8　ルーバの気流による発生騒音の周波数特性(80度)
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